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データ 

 

 

データに 

ある処理したい 

あいつ（B）に 

頼んじゃえ！ 

得意分野なら 

データ貰えれば 

ちゃちゃっとやっ
ちゃうぜ！ 
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• 歯

• 頼

関数 単

• 担
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関数
1行目：関数定義行 

functionから必ず始まる 

Outは出力引数（名前は自分で決める）． 

複数個ある場合には 

カンマで区切り、「[」と「]」で囲む 

AvrAndVarは関数名 

自分で好きなニックネームを 

つける 

入力引数（名前は自分で） 
外部から与えられるデータを関数
内でどう呼ぶか決める． 

複数個ある場合にはカンマ区切り
で（）内に書く 

関数



実

関数



対処

数

returnを使うと，関数を抜け 

メインに戻り，メイン関数は 

その続きを実行する． 
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関数
対処

エラーになるはず 



errorを使うとエラーメッセージが 

表示され，計算が中断される 

関数
対処
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関数 変 変数
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数

アドレス渡しであればこのXは 

2 4 6 8 10 

となるはずだが，そうなっていない 
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出力引数が複数にしたいときは  [変数１,変数２, …]=  

関数の出力が複数ある場合には
[ ]で括り，各引数を「，」で区切る 

呼ぶ側も [    ]を用いる 



数
数

functionに続いて関数名と入力引数だけになる 

数値をフォーマット付きで文字列
に変換する関数 
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数

関数名の後ろは空（） 



数

1行目：関数定義行 

functionから必ず始まる 

global変数の宣言 

通常大文字で書く習慣 

global変数: プログラム間で変数を共有する 
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nargin: 引数の数を返す関数  

引数の数を可変にできる．これによって 

  X または  XおよびYの両方  

の平均と分散を計算する関数を作ることができる 



 

数

カッコが { } であることに注意  

数 数

変数 数

々
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演算子@で関数を定義する 



関数

関数直下のコメント行 
なにをする関数か 

２，３行目のコメント行 
引数の意味など 



ク
リ
ッ
ク 

H1行に「variance」と書

かれているので，検索で
ひっかかる 

H1行とヘルプテキスト行
が表示 



H1行とヘルプテキスト行
が表示 



• 関数 数
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function X=ones2(N1,N2) 

if nargin==1 

    for I=1:N1 

        for J=1:N1 

            X(I,J)=1; 

        end 

    end 

else 

    for I=1:N1 

        for J=1:N2 

            X(I,J)=1; 

        end 

    end 

end 


